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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　垂直に設置される固定支柱と、

　前記固定支柱の上部に垂直に取り付けられ、前記固定支柱の軸回りに回転可能な回転支

柱と、

　前記回転支柱から横方向に張り出すアームと、

　前記固定支柱に設けられる固定側フランジと、

　前記回転支柱に設けられ、前記固定側フランジに対向する回転側フランジと、

　両フランジに形成されるボルト挿通空間に挿通されるボルト及び両フランジを締着する

ナットと、を備え、

　一方のフランジは他方のフランジよりも径が大きい大径フランジであり、他方のフラン

ジは小径フランジであり、軸方向に沿って見た場合に、両フランジが重なり合う重合領域

と、両フランジが重なり合わない非重合領域と、が存在し、

　両フランジに形成されたボルト挿通空間は、前記重合領域から前記非重合領域までの前

記ボルトの移動を許容するように、径方向内側から外側へ向けて延びている、回転式張り

出し支柱。

【請求項２】

　前記大径フランジに形成されたボルト挿通空間は、当該大径フランジ内で終端している

、請求項１に記載の回転式張り出し支柱。

【請求項３】
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　 前 記 大 径 フ ラ ン ジ に 形 成 さ れ た ボ ル ト 挿 通 空 間 は 、 径 方 向 内 側 か ら 外 側 へ 延 び る 長 穴 で

あ り 、 前 記 小 径 フ ラ ン ジ に 形 成 さ れ た ボ ル ト 挿 通 空 間 は 、 径 方 向 内 側 か ら 外 側 へ 延 び る 切

り 欠 き で あ る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 回 転 式 張 り 出 し 支 柱 。

【 請 求 項 ４ 】

　 両 フ ラ ン ジ に 形 成 さ れ る ボ ル ト 挿 通 空 間 の う ち 少 な く と も 径 方 向 内 側 部 分 は 、 径 方 向 に

沿 っ て 延 び て い る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 回 転 式 張 り 出 し 支 柱 。

【 請 求 項 ５ 】

　 両 フ ラ ン ジ に 形 成 さ れ る ボ ル ト 挿 通 空 間 の う ち 少 な く と も 径 方 向 外 側 部 分 は 、 径 方 向 に

対 し て 傾 斜 し て い る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 回 転 式 張 り 出 し 支 柱 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 大 径 フ ラ ン ジ は 、 前 記 固 定 側 フ ラ ン ジ で あ り 、 前 記 小 径 フ ラ ン ジ は 、 前 記 回 転 側 フ

ラ ン ジ で あ る 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 回 転 式 張 り 出 し 支 柱 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 大 径 フ ラ ン ジ は 、 前 記 回 転 側 フ ラ ン ジ で あ り 、 前 記 小 径 フ ラ ン ジ は 、 前 記 固 定 側 フ

ラ ン ジ で あ る 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 回 転 式 張 り 出 し 支 柱 。

【 請 求 項 ８ 】

　 前 記 固 定 支 柱 及 び 前 記 回 転 支 柱 の 一 方 に 設 け た 小 径 筒 部 を 他 方 に 設 け た 大 径 筒 部 に 挿 入

し た 状 態 に す る こ と で 、 固 定 支 柱 が 回 転 支 柱 を 軸 回 り に 回 転 可 能 に 支 持 す る 構 造 で あ り 、

　 前 記 大 径 筒 部 に 筒 内 面 か ら 内 側 へ 突 出 す る 突 出 部 が 設 け ら れ 、 前 記 小 径 筒 部 に 前 記 突 出

部 と 周 方 向 に 干 渉 す る 規 制 部 が 設 け ら れ 、 前 記 規 制 部 及 び 前 記 突 出 部 の 接 触 に よ っ て 前 記

回 転 支 柱 の 回 転 角 度 を 所 定 角 度 以 内 に 規 制 す る 回 転 角 度 規 制 構 造 が 設 け ら れ て い る 、 請 求

項 １ ～ ７ の い ず れ か に 記 載 の 回 転 式 張 り 出 し 支 柱 。

【 請 求 項 ９ 】

　 前 記 固 定 支 柱 及 び 前 記 回 転 支 柱 の 管 内 部 に ワ イ ヤ 取 付 部 が 設 け ら れ て お り 、 双 方 の ワ イ

ヤ 取 付 部 同 士 を 接 続 す る 脱 落 防 止 ワ イ ヤ が 取 り 付 け ら れ て い る 、 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か

に 記 載 の 回 転 式 張 り 出 し 支 柱 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 垂 直 に 設 置 さ れ る 固 定 支 柱 と 、

　 前 記 固 定 支 柱 の 上 部 に 垂 直 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 固 定 支 柱 の 軸 回 り に 回 転 可 能 な 回 転 支

柱 と 、

　 前 記 回 転 支 柱 か ら 横 方 向 に 張 り 出 す ア ー ム と 、

　 前 記 固 定 支 柱 に 設 け ら れ る 固 定 側 フ ラ ン ジ と 、

　 前 記 回 転 支 柱 に 設 け ら れ 、 前 記 固 定 側 フ ラ ン ジ に 対 向 す る 回 転 側 フ ラ ン ジ と 、

　 両 フ ラ ン ジ に 形 成 さ れ る ボ ル ト 挿 通 空 間 に 挿 通 さ れ る ボ ル ト 及 び 両 フ ラ ン ジ を 締 着 す る

ナ ッ ト と 、 を 備 え 、

　 両 フ ラ ン ジ の 双 方 に 形 成 さ れ る ボ ル ト 挿 通 空 間 が 周 方 向 に 沿 っ て 延 び て お り 、

　 前 記 固 定 支 柱 及 び 前 記 回 転 支 柱 の 一 方 に 設 け た 小 径 筒 部 を 他 方 に 設 け た 大 径 筒 部 に 挿 入

し た 状 態 に す る こ と で 、 固 定 支 柱 が 回 転 支 柱 を 軸 回 り に 回 転 可 能 に 支 持 す る 構 造 で あ り 、

　 前 記 大 径 筒 部 に 筒 内 面 か ら 内 側 へ 突 出 す る 突 出 部 が 設 け ら れ 、 前 記 小 径 筒 部 に 前 記 突 出

部 と 周 方 向 に 干 渉 す る 規 制 部 が 設 け ら れ 、 前 記 規 制 部 及 び 前 記 突 出 部 の 接 触 に よ っ て 前 記

回 転 支 柱 の 回 転 角 度 を 所 定 角 度 以 内 に 規 制 す る 回 転 角 度 規 制 構 造 が 設 け ら れ て い る 、 回 転

式 張 り 出 し 支 柱 。

【 請 求 項 １ １ 】

　 垂 直 に 設 置 さ れ る 固 定 支 柱 と 、

　 前 記 固 定 支 柱 の 上 部 に 垂 直 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 固 定 支 柱 の 軸 回 り に 回 転 可 能 な 回 転 支

柱 と 、

　 前 記 回 転 支 柱 か ら 横 方 向 に 張 り 出 す ア ー ム と 、

　 前 記 固 定 支 柱 に 設 け ら れ る 固 定 側 フ ラ ン ジ と 、

　 前 記 回 転 支 柱 に 設 け ら れ 、 前 記 固 定 側 フ ラ ン ジ に 対 向 す る 回 転 側 フ ラ ン ジ と 、

　 両 フ ラ ン ジ に 形 成 さ れ る ボ ル ト 挿 通 空 間 に 挿 通 さ れ る ボ ル ト 及 び 両 フ ラ ン ジ を 締 着 す る
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ナ ッ ト と 、 を 備 え 、

　 両 フ ラ ン ジ の 双 方 に 形 成 さ れ る ボ ル ト 挿 通 空 間 が 周 方 向 に 沿 っ て 延 び て お り 、

　 前 記 固 定 支 柱 及 び 前 記 回 転 支 柱 の 管 内 部 に ワ イ ヤ 取 付 部 が 設 け ら れ て お り 、 双 方 の ワ イ

ヤ 取 付 部 同 士 を 接 続 す る 脱 落 防 止 ワ イ ヤ が 取 り 付 け ら れ て い る 、 回 転 式 張 り 出 し 支 柱 。

【 請 求 項 １ ２ 】

　 前 記 ナ ッ ト 及 び 前 記 ボ ル ト の 少 な く と も 一 方 に 抜 け 止 め 構 造 が 施 さ れ て い る 、 請 求 項 １

～ １ １ の い ず れ か に 記 載 の 回 転 式 張 り 出 し 支 柱 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 開 示 は 、 道 路 付 属 物 を 添 架 す る た め に 用 い ら れ る 回 転 式 張 り 出 し 支 柱 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 車 両 検 知 器 、 交 通 案 内 標 識 、 信 号 機 等 の 道 路 付 属 物 を 設 置 す る た め に 、 張 り 出 し 支 柱 が

用 い ら れ る 。 張 り 出 し 支 柱 は 、 道 路 脇 に 設 置 し た 支 柱 と 、 支 柱 か ら 水 平 方 向 に 延 び て 道 路

上 に 張 り 出 す ア ー ム と 、 を 有 し 、 こ の ア ー ム に 道 路 付 属 物 が 取 り 付 け ら れ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 ア ー ム に 取 り 付 け た 道 路 付 属 物 を メ ン テ ナ ン ス す る 場 合 に は 、 作 業 す る た め の 足 場 を 確

保 す る た め に 車 線 規 制 を 行 う 。 し か し 、 規 制 形 態 や 補 修 内 容 に よ っ て は 一 晩 な ど の 限 ら れ

た 時 間 内 で 完 了 し な い 場 合 が あ る 。 ま た 、 車 線 規 制 を 全 線 実 施 す る よ り は 、 規 制 さ れ る 車

線 数 を 減 ら す 方 が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め の 一 つ の 有 効 な 手 段 と し て 、 特 許 文 献 １ に は 、 回 転 式 張

り 出 し 支 柱 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 支 持 構 造 は 、 垂 直 に 設 置 さ れ る 支 柱 が 固 定 支 柱 と 回 転

支 柱 と に 分 離 さ れ て お り 、 回 転 支 柱 に 道 路 付 属 物 設 置 用 ア ー ム が 設 け ら れ 、 固 定 支 柱 の フ

ラ ン ジ 及 び 回 転 支 柱 の フ ラ ン ジ が ボ ル ト 締 め さ れ て い る 。 そ し て 、 メ ン テ ナ ン ス 作 業 が 必

要 な 場 合 に は 、 ボ ル ト を 取 り 外 し て 、 回 転 支 柱 を 回 転 さ せ る こ と で 、 ア ー ム が 道 路 脇 に 向

け て 移 動 し 、 道 路 付 属 物 を 可 能 な 限 り 道 路 中 央 か ら 退 避 さ せ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ９ － ２ ０ ５ ２ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 し か し な が ら 、 上 記 特 許 文 献 １ の 支 持 構 造 で は 、 固 定 支 柱 の フ ラ ン ジ と 回 転 支 柱 の フ ラ

ン ジ を 締 着 す る ボ ル ト 及 び ナ ッ ト を 完 全 に 取 り 外 さ な け れ ば 、 固 定 支 柱 に 対 し て 回 転 支 柱

を 回 転 さ せ る こ と が で き な い 。 こ の 際 、 ボ ル ト ナ ッ ト 類 を 不 意 に 脱 落 さ せ て し ま う お そ れ

が あ り 、 作 業 効 率 が 損 な わ れ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 開 示 は 、 こ の よ う な 課 題 に 着 目 し て な さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 は 、 ボ ル ト ナ ッ

ト 類 が 脱 落 す る リ ス ク を 低 減 さ せ 、 取 り 扱 い 易 さ を 向 上 さ せ た 回 転 式 張 り 出 し 支 柱 を 提 供

す る こ と で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 開 示 は 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 次 の よ う な 手 段 を 講 じ て い る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 す な わ ち 、 本 開 示 の 回 転 式 張 り 出 し 支 柱 は 、

　 垂 直 に 設 置 さ れ る 固 定 支 柱 と 、
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　 前 記 固 定 支 柱 の 上 部 に 垂 直 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 固 定 支 柱 の 軸 回 り に 回 転 可 能 な 回 転 支

柱 と 、

　 前 記 回 転 支 柱 か ら 横 方 向 に 張 り 出 す ア ー ム と 、

　 前 記 固 定 支 柱 に 設 け ら れ る 固 定 側 フ ラ ン ジ と 、

　 前 記 回 転 支 柱 に 設 け ら れ 、 前 記 固 定 側 フ ラ ン ジ に 対 向 す る 回 転 側 フ ラ ン ジ と 、

　 両 フ ラ ン ジ に 形 成 さ れ る ボ ル ト 挿 通 空 間 に 挿 通 さ れ る ボ ル ト 及 び 両 フ ラ ン ジ を 締 着 す る

ナ ッ ト と 、 を 備 え 、

　 一 方 の フ ラ ン ジ は 他 方 の フ ラ ン ジ よ り も 径 が 大 き い 大 径 フ ラ ン ジ で あ り 、 他 方 の フ ラ ン

ジ は 小 径 フ ラ ン ジ で あ り 、 軸 方 向 に 沿 っ て 見 た 場 合 に 、 両 フ ラ ン ジ が 重 な り 合 う 重 合 領 域

と 、 両 フ ラ ン ジ が 重 な り 合 わ な い 非 重 合 領 域 と 、 が 存 在 し 、

　 両 フ ラ ン ジ に 形 成 さ れ た ボ ル ト 挿 通 空 間 は 、 前 記 重 合 領 域 か ら 前 記 非 重 合 領 域 ま で の 前

記 ボ ル ト の 移 動 を 許 容 す る よ う に 、 径 方 向 内 側 か ら 外 側 へ 向 け て 延 び て い る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 両 フ ラ ン ジ が 重 な り 合 う 重 合 領 域 は 、 ボ ル ト 及 び ナ ッ ト で 両 フ ラ ン

ジ を 締 着 す る 領 域 で あ り 、 ボ ル ト が 小 径 フ ラ ン ジ と 周 方 向 に 干 渉 す る の で 、 ボ ル ト が 挿 通

す る 状 態 で は 回 転 支 柱 を 回 転 で き な い 。 両 フ ラ ン ジ が 重 な り 合 わ な い 非 重 合 領 域 で は 、 ボ

ル ト が 小 径 フ ラ ン ジ と 周 方 向 に 干 渉 し な い の で 、 ボ ル ト を 挿 通 さ せ た ま ま 回 転 支 柱 を 回 転

さ せ る こ と が 可 能 と な る 。 両 フ ラ ン ジ に 形 成 さ れ た ボ ル ト 挿 通 空 間 は 、 重 合 領 域 か ら 非 重

合 領 域 ま で の ボ ル ト の 移 動 を 許 容 す る よ う に 、 径 方 向 内 側 か ら 外 側 へ 延 び て い る の で 、 ナ

ッ ト が 取 り 付 け ら れ た ボ ル ト を 挿 通 空 間 に 挿 通 さ せ た 状 態 で ボ ル ト を 移 動 で き る 。

　 し た が っ て 、 ナ ッ ト 及 び ボ ル ト を 取 り 外 す 必 要 が な く 、 ナ ッ ト を 緩 め て ボ ル ト を 移 動 さ

せ る だ け で 支 柱 を 回 転 さ せ る こ と が で き る の で 、 ボ ル ト 及 び ナ ッ ト が 脱 落 す る リ ス ク を 低

減 さ せ 、 取 り 扱 い 易 さ を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 開 示 の 回 転 式 張 り 出 し 支 柱 は 、

　 垂 直 に 設 置 さ れ る 固 定 支 柱 と 、

　 前 記 固 定 支 柱 の 上 部 に 垂 直 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 固 定 支 柱 の 軸 回 り に 回 転 可 能 な 回 転 支

柱 と 、

　 前 記 回 転 支 柱 か ら 横 方 向 に 張 り 出 す ア ー ム と 、

　 前 記 固 定 支 柱 に 設 け ら れ る 固 定 側 フ ラ ン ジ と 、

　 前 記 回 転 支 柱 に 設 け ら れ 、 前 記 固 定 側 フ ラ ン ジ に 対 向 す る 回 転 側 フ ラ ン ジ と 、

　 両 フ ラ ン ジ に 形 成 さ れ る ボ ル ト 挿 通 空 間 に 挿 通 さ れ る ボ ル ト 及 び 両 フ ラ ン ジ を 締 着 す る

ナ ッ ト と 、 を 備 え 、

　 両 フ ラ ン ジ の 少 な く と も 一 方 の フ ラ ン ジ に 形 成 さ れ た ボ ル ト 挿 通 空 間 が 、 周 方 向 に 沿 っ

て 延 び て い る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 ナ ッ ト を 緩 め る だ け で 、 固 定 支 柱 に 対 し て 回 転 支 柱 が 回 転 可 能 に な

る 。

　 し た が っ て 、 ナ ッ ト 及 び ボ ル ト を 取 り 外 す 必 要 が な く 、 ナ ッ ト を 緩 め る だ け で 支 柱 を 回

転 さ せ る こ と が で き る の で 、 ボ ル ト 及 び ナ ッ ト が 脱 落 す る リ ス ク を 低 減 さ せ 、 取 り 扱 い 易

さ を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ３ 】

【 図 １ 】 本 開 示 の 第 １ 実 施 形 態 の 回 転 式 張 り 出 し 支 柱 を 示 す 側 面 図 。

【 図 ２ 】 第 １ 実 施 形 態 に お け る 回 転 支 柱 と 固 定 支 柱 と の 接 合 部 分 を 示 す 図 。

【 図 ３ 】 第 １ 実 施 形 態 に お け る ボ ル ト の 動 作 に 関 す る 説 明 図 。

【 図 ４ 】 第 １ 実 施 形 態 の 変 形 例 を 示 す 図 。

【 図 ５ Ａ 】 第 １ 実 施 形 態 の 変 形 例 を 示 す 図 。

【 図 ５ Ｂ 】 第 １ 実 施 形 態 の 変 形 例 を 示 す 図 。

【 図 ５ Ｃ 】 第 １ 実 施 形 態 の 変 形 例 を 示 す 図 。
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【 図 ５ Ｄ 】 第 １ 実 施 形 態 の 変 形 例 を 示 す 図 。

【 図 ５ Ｅ 】 第 １ 実 施 形 態 の 変 形 例 を 示 す 図 。

【 図 ６ 】 第 ２ 実 施 形 態 に お け る 回 転 支 柱 と 固 定 支 柱 と の 接 合 部 分 を 示 す 図 。

【 図 ７ 】 回 転 支 柱 と 固 定 支 柱 の 回 転 角 度 規 制 構 造 を 示 す 図 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ４ 】

　 ＜ 第 １ 実 施 形 態 ＞

　 本 開 示 の 第 １ 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 図 １ に 示 す よ う に 、 回 転 式 張 り 出 し 支 柱 は 、 垂 直 に 設 置 さ れ る 固 定 支 柱 １ と 、 固 定 支 柱

１ の 軸 回 り に 回 転 可 能 な 回 転 支 柱 ２ と 、 回 転 支 柱 ２ か ら 横 方 向 に 張 り 出 す ア ー ム ３ と 、 を

有 す る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 固 定 支 柱 １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 道 路 脇 の 路 面 や 高 速 道 路 脇 の フ ェ ン ス な ど の 基 礎 に

設 置 さ れ る 柱 で あ り 、 垂 直 に 起 立 し て い る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 回 転 支 柱 ２ は 、 固 定 支 柱 １ の 上 部 に 垂 直 に 取 り 付 け ら れ る

。 本 実 施 形 態 で は 、 固 定 支 柱 １ の 上 部 が 小 径 筒 部 １ ０ を 有 し 、 回 転 支 柱 ２ の 下 部 が 大 径 筒

部 ２ ０ を 有 し 、 固 定 支 柱 １ の 小 径 筒 部 １ ０ を 回 転 支 柱 ２ の 大 径 筒 部 ２ ０ に 挿 入 し た 状 態 に

す る こ と で 、 固 定 支 柱 １ が 回 転 支 柱 ２ を 軸 回 り に 回 転 可 能 に 支 持 す る 。 勿 論 、 小 径 筒 部 １

０ 及 び 大 径 筒 部 ２ ０ の 上 下 関 係 を 入 れ 替 え る こ と は 可 能 で あ る 。 ま た 、 回 転 可 能 な 支 持 構

造 は 、 本 実 施 形 態 に 限 定 さ れ ず 、 軸 回 り に 回 転 可 能 で あ れ ば 、 ど の よ う な 構 造 で も よ い 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 ア ー ム ３ は 、 回 転 支 柱 ２ か ら 横 方 向 （ 実 施 形 態 で は 水 平 方 向 ） に 張 り 出 し て お り 、 車 両

検 知 器 な ど の 道 路 付 属 物 を 取 り 付 け る た め の 取 付 部 ３ ０ が 設 け ら れ て い る 。 本 実 施 形 態 で

は 、 取 付 部 ３ ０ は ア ー ム ３ を 構 成 す る 棒 部 に 形 成 さ れ た 穴 で あ る が 、 適 宜 変 更 可 能 で あ る

。 ア ー ム ３ は 回 転 支 柱 ２ に 片 持 ち 状 に 支 持 さ れ て い る 。 回 転 支 柱 ２ に よ る ア ー ム ３ の 支 持

を 補 強 す る た め に 、 ア ー ム ３ と 回 転 支 柱 ２ と の 間 に 引 っ 張 り 補 強 具 ３ １ （ ス テ ー ） が 設 け

ら れ て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 図 ２ に 示 す よ う に 、 固 定 支 柱 １ と 回 転 支 柱 ２ の 接 合 部 に お い て 、 固 定 支 柱 １ に 設 け ら れ

る 固 定 側 フ ラ ン ジ １ １ と 、 回 転 支 柱 ２ に 設 け ら れ る 回 転 側 フ ラ ン ジ ２ １ と 、 が 互 い に 対 向

し て い る 。 両 フ ラ ン ジ １ １ ， ２ １ に は 、 ボ ル ト ４ ０ を 挿 通 す る た め の ボ ル ト 挿 通 空 間 １ ２

， ２ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の ボ ル ト 挿 通 空 間 １ ２ ， ２ ２ に 、 ボ ル ト ４ ０ を 挿 入 し 、 ナ ッ

ト ４ １ を 締 着 す る こ と で 、 両 フ ラ ン ジ １ １ ， ２ １ が 締 結 さ れ 、 回 転 支 柱 ２ が 回 転 し な い よ

う に 固 定 さ れ る 。 な お 、 軸 方 向 に 沿 っ て み た 場 合 に 、 フ ラ ン ジ は 円 形 で あ る が 、 こ れ に 限

定 さ れ ず 、 四 角 形 な ど で も よ い 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 図 ３ に 模 式 的 に 示 す よ う に 、 一 方 の フ ラ ン ジ １ １ は 他 方 の フ ラ ン ジ ２ １ よ り も 径 が 大 き

い 大 径 フ ラ ン ジ で あ り 、 他 方 の フ ラ ン ジ ２ １ は 小 径 フ ラ ン ジ で あ り 、 軸 方 向 に 沿 っ て 見 た

場 合 に 、 両 フ ラ ン ジ １ １ ， ２ １ が 重 な り 合 う 重 合 領 域 Ａ ｒ １ と 、 両 フ ラ ン ジ １ １ ， ２ １ が

重 な り 合 わ な い 非 重 合 領 域 Ａ ｒ ２ と 、 が 存 在 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 固 定 側 フ ラ ン ジ １ １

が 大 径 フ ラ ン ジ で あ り 、 回 転 側 フ ラ ン ジ ２ １ が 小 径 フ ラ ン ジ で あ る 。 こ の よ う に 、 小 径 フ

ラ ン ジ が 上 方 、 大 径 フ ラ ン ジ が 下 方 で あ れ ば 、 下 方 か ら の 見 栄 え を 向 上 さ せ る こ と が 可 能

と な る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 両 フ ラ ン ジ １ １ ， ２ １ に 形 成 さ れ た ボ ル ト 挿 通 空 間 １ ２ ，

２ ２ は 、 重 合 領 域 Ａ ｒ １ か ら 非 重 合 領 域 Ａ ｒ ２ ま で の ボ ル ト ４ ０ の 移 動 を 許 容 す る よ う に

、 径 方 向 内 側 Ｒ Ｄ ２ か ら 外 側 Ｒ Ｄ １ へ 向 け て 延 び て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 大 径 フ ラ ン ジ

１ １ の ボ ル ト 挿 通 空 間 １ ２ は 、 大 径 フ ラ ン ジ 内 で 終 端 し て お り 、 径 方 向 内 側 Ｒ Ｄ ２ か ら 外
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側 Ｒ Ｄ １ へ 延 び る 長 穴 で あ る 。 小 径 フ ラ ン ジ ２ １ に 形 成 さ れ た ボ ル ト 挿 通 空 間 ２ ２ は 、 径

方 向 内 側 Ｒ Ｄ ２ か ら 外 側 Ｒ Ｄ １ へ 延 び る 切 り 欠 き で あ る 。 こ の よ う に 、 大 径 フ ラ ン ジ １ １

の ボ ル ト 挿 通 空 間 １ ２ は 、 小 径 フ ラ ン ジ ２ １ の 外 径 よ り 外 側 （ よ り 詳 し く は 、 少 な く と も

移 動 し た ボ ル ト ４ ０ 及 び ナ ッ ト ４ １ が 小 径 フ ラ ン ジ ２ １ に 干 渉 し な い 箇 所 ） ま で 延 在 し 、

か つ 大 径 フ ラ ン ジ 内 で 終 端 し て い る の で 、 ボ ル ト ４ ０ が ス ラ イ ド 移 動 に よ っ て 大 径 フ ラ ン

ジ １ １ か ら 抜 け る こ と を 防 止 で き る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 両 フ ラ ン ジ １ １ ， ２ １ に 形 成 さ れ た ボ ル ト 挿 通 空 間 １ ２ ， ２ ２ は 、 そ

の 全 体 が 径 方 向 Ｒ Ｄ に 沿 っ て 延 び て い る 。 こ の よ う に 、 ボ ル ト 挿 通 空 間 １ ２ ， ２ ２ が 径 方

向 Ｒ Ｄ に 沿 っ て 延 び て い れ ば 、 回 転 モ ー メ ン ト に 強 く な り 、 適 切 な フ ラ ン ジ 締 結 が 可 能 と

な る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 図 １ に 示 す よ う に 、 道 路 構 造 令 第 １ ２ 条 の 建 築 限 界 （ 二 点 鎖 線 ） に 干 渉 し な い よ う に 、

両 フ ラ ン ジ １ １ ， ２ １ は 、 路 面 ｒ ｏ か ら ３ ． ８ ｍ 以 上 に 配 置 さ れ 、 ア ー ム ３ は 、 路 面 ｒ ｏ

か ら ４ ． ５ ｍ 以 上 に な る よ う に 配 置 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 通 常 時 に は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 両 フ ラ ン ジ １ １ ， ２ １ が 重 な り 合 う 重 合 領 域 Ａ ｒ １ に

お い て ボ ル ト ４ ０ 及 び ナ ッ ト ４ １ で フ ラ ン ジ １ １ ， ２ １ を 締 結 し て お く 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 メ ン テ ナ ン ス 時 に は 、 ナ ッ ト ４ １ を 緩 め れ ば 、 ナ ッ ト ４ １ が 付 い た 状 態 の ボ ル ト ４ ０ を

重 合 領 域 Ａ ｒ １ か ら 非 重 合 領 域 Ａ ｒ ２ に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 ボ ル ト ４ ０ を 非 重 合 領

域 Ａ ｒ ２ に 移 動 す れ ば 、 ボ ル ト ４ ０ が 小 径 フ ラ ン ジ ２ １ と 周 方 向 に 干 渉 し な い の で 、 回 転

支 柱 ２ が 回 転 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 な お 、 回 転 側 フ ラ ン ジ ２ １ の ボ ル ト 挿 通 空 間 ２ ２ が 切 り 欠 き で あ る た め に 、 回 転 側 フ ラ

ン ジ ２ １ と ナ ッ ト ４ １ の 間 に 、 締 着 面 積 を 増 や し 、 締 め 付 け を 強 く す る た め の ス ペ ー サ ４

２ を 介 在 さ せ て い る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 ま た 、 ボ ル ト ４ ０ か ら ナ ッ ト ４ １ が 抜 け て し ま う こ と を 防 止 す る た め に 、 ボ ル ト ４ ０ に

は 、 落 下 防 止 ピ ン ４ ３ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 す な わ ち 、 ボ ル ト ４ ０ 及 び ナ ッ ト ４ １ は 少

な く と も 一 方 に 抜 け 止 め 構 造 が 施 さ れ て い る 。 落 下 防 止 ピ ン ４ ３ 以 外 の 抜 け 止 め 構 造 と し

て は 、 特 許 第 ３ ３ ５ ４ ９ １ ０ 号 に 記 載 の 抜 け 止 め 構 造 を 採 用 す る こ と が 挙 げ ら れ る 。 こ の

構 造 は 、 ナ ッ ト と 、 前 記 ナ ッ ト が 螺 合 す る 雄 ね じ 部 の 先 端 寄 り の 部 位 に 、 該 雄 ね じ 部 の 谷

径 よ り 小 さ い 内 径 を 有 す る 環 状 溝 が 設 け ら れ て い る ボ ル ト と 、 を 備 え 、 前 記 環 状 溝 の 溝 幅

が 前 記 ナ ッ ト の 軸 方 向 寸 法 よ り も 大 き く 形 成 さ れ て お り 、 前 記 雄 ね じ 部 に 螺 合 し て 締 結 し

た 前 記 ナ ッ ト が ゆ る み 方 向 へ 回 転 移 動 し た と き 、 前 記 ナ ッ ト が 前 記 環 状 溝 に 嵌 り 前 記 ナ ッ

ト の 軸 と 前 記 ボ ル ト の 軸 が ズ レ る こ と で 、 前 記 ナ ッ ト が 前 記 ボ ル ト か ら 脱 落 す る の を 防 止

す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 ま た 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 両 フ ラ ン ジ １ １ ， ２ １ に は 、 フ ラ ン ジ １ １ ， ２ １ と 柱 と を 連

結 す る 補 強 リ ブ １ ３ ， ２ ３ が 設 け ら れ て い る 。 補 強 リ ブ １ ３ ， ２ ３ は 、 径 方 向 Ｒ Ｄ に 沿 っ

て 延 び て い る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 ま た 、 回 転 支 柱 ２ が 固 定 支 柱 １ か ら 抜 け て し ま う こ と を 防 止 す る た め に 、 固 定 支 柱 １ 及

び 回 転 支 柱 ２ の 管 内 部 に ワ イ ヤ 取 付 部 １ ４ ， ２ ４ を 設 け 、 双 方 の ワ イ ヤ 取 付 部 １ ４ ， ２ ４

に ワ イ ヤ ４ を 取 り 付 け る 。 ワ イ ヤ ４ は 回 転 支 柱 ２ の 回 転 を 阻 害 し な い よ う に 多 少 の 弛 み を

持 た せ て あ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 の 回 転 式 張 り 出 し 支 柱 は 、

　 垂 直 に 設 置 さ れ る 固 定 支 柱 １ と 、
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　 固 定 支 柱 １ の 上 部 に 垂 直 に 取 り 付 け ら れ 、 固 定 支 柱 １ の 軸 回 り に 回 転 可 能 な 回 転 支 柱 ２

と 、

　 回 転 支 柱 ２ か ら 横 方 向 に 張 り 出 す ア ー ム ３ と 、

　 固 定 支 柱 １ に 設 け ら れ る 固 定 側 フ ラ ン ジ １ １ と 、

　 回 転 支 柱 ２ に 設 け ら れ 、 固 定 側 フ ラ ン ジ １ １ に 対 向 す る 回 転 側 フ ラ ン ジ ２ １ と 、

　 両 フ ラ ン ジ １ １ ， ２ １ に 形 成 さ れ る ボ ル ト 挿 通 空 間 １ ２ ， ２ ２ に 挿 通 さ れ る ボ ル ト ４ ０

及 び 両 フ ラ ン ジ １ １ ， ２ １ を 締 着 す る ナ ッ ト ４ １ と 、 を 備 え 、

　 一 方 の フ ラ ン ジ １ １ は 他 方 の フ ラ ン ジ ２ １ よ り も 径 が 大 き い 大 径 フ ラ ン ジ で あ り 、 他 方

の フ ラ ン ジ ２ １ は 小 径 フ ラ ン ジ で あ り 、 軸 方 向 に 沿 っ て 見 た 場 合 に 、 両 フ ラ ン ジ １ １ ， ２

１ が 重 な り 合 う 重 合 領 域 Ａ ｒ １ と 、 両 フ ラ ン ジ １ １ ， ２ １ が 重 な り 合 わ な い 非 重 合 領 域 Ａ

ｒ ２ と 、 が 存 在 し 、

　 両 フ ラ ン ジ １ １ ， ２ １ に 形 成 さ れ た ボ ル ト 挿 通 空 間 １ ２ ， ２ ２ は 、 重 合 領 域 Ａ ｒ １ か ら

非 重 合 領 域 Ａ ｒ ２ ま で の ボ ル ト ４ ０ の 移 動 を 許 容 す る よ う に 、 径 方 向 内 側 Ｒ Ｄ ２ か ら 外 側

Ｒ Ｄ １ へ 向 け て 延 び て い る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 こ の よ う に 、 両 フ ラ ン ジ １ １ ， ２ １ が 重 な り 合 う 重 合 領 域 Ａ ｒ １ は 、 ボ ル ト ４ ０ 及 び ナ

ッ ト ４ １ で 両 フ ラ ン ジ １ １ ， ２ １ を 締 着 す る 領 域 で あ り 、 ボ ル ト ４ ０ が 小 径 フ ラ ン ジ ２ １

と 周 方 向 に 干 渉 す る の で 、 ボ ル ト ４ ０ が 挿 通 す る 状 態 で は 回 転 支 柱 ２ が 回 転 で き な い 。 両

フ ラ ン ジ １ １ ， ２ １ が 重 な り 合 わ な い 非 重 合 領 域 Ａ ｒ ２ で は 、 ボ ル ト ４ ０ が 小 径 フ ラ ン ジ

２ １ と 周 方 向 に 干 渉 し な い の で 、 ボ ル ト ４ ０ を 挿 通 さ せ た ま ま 回 転 支 柱 ２ を 回 転 さ せ る こ

と が 可 能 と な る 。 両 フ ラ ン ジ １ １ ， ２ １ に 形 成 さ れ た ボ ル ト 挿 通 空 間 １ ２ ， ２ ２ は 、 重 合

領 域 Ａ ｒ １ か ら 非 重 合 領 域 Ａ ｒ ２ ま で の ボ ル ト ４ ０ の 移 動 を 許 容 す る よ う に 、 径 方 向 内 側

Ｒ Ｄ ２ か ら 外 側 Ｒ Ｄ １ へ 延 び て い る の で 、 ナ ッ ト ４ １ が 取 り 付 け ら れ た ボ ル ト ４ ０ を 挿 通

空 間 １ ２ ， ２ ２ に 挿 通 さ せ た 状 態 で ボ ル ト ４ ０ を 移 動 で き る 。

　 し た が っ て 、 ナ ッ ト ４ １ 及 び ボ ル ト ４ ０ を 取 り 外 す 必 要 が な く 、 ナ ッ ト ４ １ を 緩 め て ボ

ル ト ４ ０ を 移 動 さ せ る だ け で 支 柱 を 回 転 さ せ る こ と が で き る の で 、 ボ ル ト ４ ０ 及 び ナ ッ ト

４ １ が 脱 落 す る リ ス ク を 低 減 さ せ 、 取 り 扱 い 易 さ を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 大 径 フ ラ ン ジ １ １ に 形 成 さ れ た ボ ル ト 挿 通 空 間 １ ２ は 、 大 径 フ ラ ン ジ

１ １ 内 で 終 端 し て い る 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 移 動 さ せ た ボ ル ト ４ ０ が 脱 落 す る こ と が な く

、 ボ ル ト ４ ０ 及 び ナ ッ ト ４ １ が 脱 落 す る リ ス ク を 無 く し 、 取 り 扱 い 易 さ を 更 に 向 上 さ せ る

こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 大 径 フ ラ ン ジ １ １ に 形 成 さ れ た ボ ル ト 挿 通 空 間 １ ２ は 、 径 方 向 内 側 Ｒ

Ｄ ２ か ら 外 側 Ｒ Ｄ １ へ 延 び る 長 穴 で あ り 、 小 径 フ ラ ン ジ ２ １ に 形 成 さ れ た ボ ル ト 挿 通 空 間

２ ２ は 、 径 方 向 内 側 Ｒ Ｄ ２ か ら 外 側 Ｒ Ｄ １ へ 延 び る 切 り 欠 き で あ る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 両 フ ラ ン ジ １ １ ， ２ １ に 形 成 さ れ る ボ ル ト 挿 通 空 間 １ ２ ， ２ ２ の う ち

少 な く と も 径 方 向 内 側 部 分 は 、 径 方 向 Ｒ Ｄ に 沿 っ て 延 び て い る 。 こ の よ う に 、 ボ ル ト 挿 通

空 間 １ ２ ， ２ ２ の 径 方 向 内 側 部 分 （ 根 本 ） が 径 方 向 Ｒ Ｄ に 沿 っ て い る の で 、 回 転 モ ー メ ン

ト に 強 く 、 回 転 支 柱 ２ を 堅 固 に 固 定 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 大 径 フ ラ ン ジ １ １ は 、 固 定 側 フ ラ ン ジ １ １ で あ り 、 小 径 フ ラ ン ジ ２ １

は 、 回 転 側 フ ラ ン ジ ２ １ で あ る 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 大 径 フ ラ ン ジ １ １ が 下 方 と な る の で

、 下 方 か ら の 見 栄 え を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 本 開 示 は 上 述 し た 実 施 形 態 に 何 ら 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 開 示 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い

範 囲 内 で 種 々 の 改 良 変 更 が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 ＜ 変 形 例 ＞
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　 例 え ば 、 本 実 施 形 態 で は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 固 定 側 フ ラ ン ジ １ １ が 大 径 フ ラ ン ジ で あ

り 、 回 転 側 フ ラ ン ジ ２ １ が 小 径 フ ラ ン ジ で あ る が 、 こ れ を 逆 に し て も よ い 。 す な わ ち 、 図

４ に 示 す よ う に 、 固 定 側 フ ラ ン ジ １ １ が 小 径 フ ラ ン ジ で あ り 、 回 転 側 フ ラ ン ジ ２ １ が 大 径

フ ラ ン ジ で あ る 。 こ の よ う に 、 大 径 フ ラ ン ジ が 上 方 に 、 小 径 フ ラ ン ジ が 下 方 で あ れ ば 、 逆

の 場 合 に 比 べ て 、 大 径 フ ラ ン ジ と 小 径 フ ラ ン ジ の 段 差 部 に 塵 埃 が 溜 ま り に く く 、 腐 食 を 招

来 し に く い 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 大 径 フ ラ ン ジ １ １ の ボ ル ト 挿 通 空 間 １ ２ は 、 大 径

フ ラ ン ジ 内 で 終 端 し た 長 穴 で あ る が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 図 ５ Ａ に 示 す よ う に

、 大 径 フ ラ ン ジ １ １ の ボ ル ト 挿 通 空 間 １ ２ が 切 り 欠 き で あ っ て も よ い 。 ボ ル ト の 抜 け を 防

止 す る た め に は 、 図 ５ Ｂ に 示 す よ う に 、 大 径 フ ラ ン ジ １ １ の ボ ル ト 挿 通 空 間 １ ２ の 径 方 向

外 側 が ボ ル ト 径 よ り も 狭 い か 、 又 は 、 図 ２ に 示 す よ う に 閉 じ て い る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 両 フ ラ ン ジ １ １ ， ２ １ に 形 成 さ れ た ボ ル ト 挿 通 空

間 １ ２ ， ２ ２ は 、 そ の 全 体 が 径 方 向 Ｒ Ｄ に 沿 っ て 延 び て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。 例

え ば 、 図 ５ Ｃ に 示 す よ う に 、 両 フ ラ ン ジ １ １ ， ２ １ に 形 成 さ れ る ボ ル ト 挿 通 空 間 １ ２ ， ２

２ の う ち 少 な く と も 径 方 向 内 側 部 分 は 、 径 方 向 Ｒ Ｄ に 沿 っ て 延 び て い る よ う に す る こ と が

挙 げ ら れ る 。 こ の よ う に 、 ボ ル ト ４ ０ で 締 結 す る 部 位 で あ る ボ ル ト 挿 通 空 間 １ ２ ， ２ ２ の

径 方 向 内 側 部 分 が 径 方 向 Ｒ Ｄ に 沿 っ て い る の で 、 回 転 モ ー メ ン ト に 強 く な り 、 回 転 支 柱 ２

を 堅 固 に 固 定 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 ま た 、 図 ５ Ｃ 、 図 ５ Ｄ 及 び 図 ５ Ｅ に 示 す よ う に 、 両 フ ラ ン ジ １ １ ， ２ １ に 形 成 さ れ る ボ

ル ト 挿 通 空 間 １ ２ ， ２ ２ の う ち 少 な く と も 径 方 向 外 側 部 分 は 、 径 方 向 Ｒ Ｄ に 対 し て 傾 斜 し

て い て も よ い 。 図 ５ Ｃ は 、 ボ ル ト 挿 通 空 間 １ ２ ， ２ ２ の 径 方 向 外 側 部 分 の み が 径 方 向 Ｒ Ｄ

に 対 し て 傾 斜 し て い る 。 図 ５ Ｄ 及 び 図 ５ Ｅ は 、 ボ ル ト 挿 通 空 間 １ ２ ， ２ ２ の 全 体 が 径 方 向

Ｒ Ｄ に 対 し て 傾 斜 し て い る 。 こ の よ う に 、 ボ ル ト 挿 通 空 間 １ ２ ， ２ ２ の 径 方 向 外 側 部 分 が

径 方 向 Ｒ Ｄ に 対 し て 傾 斜 し て い れ ば 、 ボ ル ト ４ ０ を 或 る 程 度 径 方 向 外 側 Ｒ Ｄ １ に 移 動 さ せ

れ ば 、 完 全 に 径 方 向 外 側 Ｒ Ｄ １ に 移 動 し て い な く て も 、 回 転 支 柱 ２ の 回 転 に 伴 っ て ボ ル ト

４ ０ を 径 方 向 外 側 Ｒ Ｄ １ に 移 動 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 ＜ 第 ２ 実 施 形 態 ＞

　 以 下 、 本 開 示 の 第 ２ 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。 第 １ 実 施 形 態 と 同 じ 部 材

に つ い て は 同 じ 符 号 を 付 け 、 説 明 を 省 略 す る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 図 ６ に 示 す よ う に 、 固 定 側 フ ラ ン ジ １ １ １ 及 び 回 転 側 フ ラ ン ジ １ ２ １ は 、 同 じ 径 に 形 成

さ れ て い る 。 両 フ ラ ン ジ １ １ １ ， １ ２ １ に 形 成 さ れ る ボ ル ト 挿 通 空 間 １ １ ２ ， １ ２ ２ は 、

周 方 向 Ｃ Ｄ に 沿 っ て 延 び て い る 。 勿 論 、 両 フ ラ ン ジ １ １ １ ， １ ２ １ の う ち 少 な く と も 一 方

の フ ラ ン ジ に 形 成 さ れ る ボ ル ト 挿 通 空 間 が 周 方 向 Ｃ Ｄ に 沿 っ て 延 び て い れ ば 、 固 定 支 柱 １

に 対 し て 回 転 支 柱 ２ が 回 転 可 能 に な る 。 例 え ば 、 固 定 側 フ ラ ン ジ １ １ １ に 形 成 さ れ る ボ ル

ト 挿 通 空 間 １ １ ２ が 周 方 向 Ｃ Ｄ に 沿 っ て 延 び る 角 度 が ３ ０ ° で あ り 、 回 転 側 フ ラ ン ジ １ ２

１ に 形 成 さ れ る ボ ル ト 挿 通 空 間 １ ２ ２ が 周 方 向 Ｃ Ｄ に 延 び て い な い ボ ル ト 孔 で あ る 場 合 に

は 、 回 転 角 度 は ３ ０ ° に な る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 こ れ に 対 し て 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 両 フ ラ ン ジ １ １ １ ， １ ２ １ に 形 成 さ れ る ボ ル ト 挿 通

空 間 １ １ ２ ， １ ２ ２ の 両 方 が 周 方 向 Ｃ Ｄ に 沿 っ て 延 び て い れ ば 、 回 転 角 度 を 大 き く す る こ

と が で き る 。 例 え ば 、 固 定 側 フ ラ ン ジ １ １ １ に 形 成 さ れ る ボ ル ト 挿 通 空 間 １ １ ２ が 周 方 向

Ｃ Ｄ に 沿 っ て 延 び 、 そ の 角 度 が ３ ０ ° で あ り 、 回 転 側 フ ラ ン ジ １ ２ １ に 形 成 さ れ る ボ ル ト

挿 通 空 間 １ ２ ２ が 周 方 向 Ｃ Ｄ に 沿 っ て 延 び 、 そ の 角 度 が ３ ０ ° で あ る 場 合 に は 、 回 転 角 度

は ６ ０ ° に な る 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 一 つ の ボ ル ト 挿 通 空 間 の み で 回 転 角 度 を 確 保 す る よ

り も 、 ２ つ の ボ ル ト 挿 通 空 間 で 回 転 角 度 を 確 保 し た 方 が 、 一 つ あ た り の ボ ル ト 挿 通 空 間 の
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長 さ を 抑 え る こ と が で き る の で 、 剛 性 が 著 し く 低 下 す る こ と を 抑 制 で き る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 ま た 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 両 フ ラ ン ジ １ １ １ ， １ ２ １ に は 、 フ ラ ン ジ １ １ １ ， １ ２ １ と

柱 と を 連 結 す る 補 強 リ ブ １ １ ３ ， １ ２ ３ が 設 け ら れ て い る 。 補 強 リ ブ １ １ ３ ， １ ２ ３ は 、

軸 回 り の 回 転 対 称 に 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 補 強 リ ブ の 径 方 向 の 寸 法 を 抑 制 し て 、

周 方 向 Ｃ Ｄ に 長 い ボ ル ト 挿 通 空 間 １ １ ２ ， １ ２ ２ と の 干 渉 を 避 け て い る 。 す な わ ち 、 フ ラ

ン ジ １ １ １ ， １ ２ １ を 大 径 化 し な く て も 、 限 ら れ た 径 寸 法 に お い て 、 周 方 向 Ｃ Ｄ に 長 い ボ

ル ト 挿 通 空 間 １ １ ２ ， １ ２ ２ に よ る 回 転 動 作 の 確 保 と 、 補 強 リ ブ １ １ ３ ， １ ２ ３ の よ る 補

強 と 、 を 両 立 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 の 回 転 式 張 り 出 し 支 柱 は 、

　 垂 直 に 設 置 さ れ る 固 定 支 柱 １ と 、

　 固 定 支 柱 １ の 上 部 に 垂 直 に 取 り 付 け ら れ 、 固 定 支 柱 １ の 軸 回 り に 回 転 可 能 な 回 転 支 柱 ２

と 、

　 回 転 支 柱 ２ か ら 横 方 向 に 張 り 出 す ア ー ム ３ と 、

　 固 定 支 柱 １ に 設 け ら れ る 固 定 側 フ ラ ン ジ １ １ １ と 、

　 回 転 支 柱 ２ に 設 け ら れ 、 固 定 側 フ ラ ン ジ １ １ １ に 対 向 す る 回 転 側 フ ラ ン ジ １ ２ １ と 、

　 両 フ ラ ン ジ １ １ １ ， １ ２ １ に 形 成 さ れ る ボ ル ト 挿 通 空 間 １ １ ２ ， １ ２ ２ に 挿 通 さ れ る ボ

ル ト ４ ０ 及 び 両 フ ラ ン ジ １ １ １ ， １ ２ １ を 締 着 す る ナ ッ ト ４ １ と 、 を 備 え 、

　 両 フ ラ ン ジ １ １ １ ， １ ２ １ の 少 な く と も 一 方 の フ ラ ン ジ に 形 成 さ れ た ボ ル ト 挿 通 空 間 は

、 周 方 向 Ｃ Ｄ に 沿 っ て 延 び て い る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 ナ ッ ト ４ １ を 緩 め る だ け で 、 固 定 支 柱 １ に 対 し て 回 転 支 柱 ２ が 回 転

可 能 に な る 。

　 し た が っ て 、 ナ ッ ト ４ １ 及 び ボ ル ト ４ ０ を 取 り 外 す 必 要 が な く 、 ナ ッ ト ４ １ を 緩 め る だ

け で 支 柱 を 回 転 さ せ る こ と が で き る の で 、 ボ ル ト ４ ０ 及 び ナ ッ ト ４ １ が 脱 落 す る リ ス ク を

低 減 さ せ 、 取 り 扱 い 易 さ を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 両 フ ラ ン ジ １ １ １ ， １ ２ １ の 双 方 に 形 成 さ れ る ボ ル ト 挿 通 空 間 １ １ ２

， １ ２ ２ が 周 方 向 Ｃ Ｄ に 沿 っ て 延 び て い る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 一 つ の ボ ル ト 挿 通 空 間 の み で 回 転 角 度 を 確 保 す る よ り も 、 ２ つ の ボ

ル ト 挿 通 空 間 １ １ ２ ， １ ２ ２ で 回 転 角 度 を 確 保 し た 方 が 、 一 つ あ た り の ボ ル ト 挿 通 空 間 の

長 さ を 抑 え る こ と が で き る の で 、 剛 性 が 著 し く 低 下 す る こ と を 抑 制 で き る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 両 フ ラ ン ジ １ １ １ ， １ ２ １ に は 、 フ ラ ン ジ １ １ １ ， １ ２ １ と 柱 と を 連

結 す る 補 強 リ ブ １ １ ３ ， １ ２ ３ が 設 け ら れ て お り 、 補 強 リ ブ １ １ ３ ， １ ２ ３ は 、 軸 回 り の

回 転 対 称 に 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 フ ラ ン ジ １ １ １ ， １ ２ １ を 大 径 化 し な く て も 、 限 ら れ た 径 寸 法 に お

い て 、 周 方 向 Ｃ Ｄ に 長 い ボ ル ト 挿 通 空 間 １ １ ２ ， １ ２ ２ に よ る 回 転 動 作 の 確 保 と 、 補 強 リ

ブ １ １ ３ ， １ ２ ３ に よ る 補 強 と 、 を 両 立 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 本 開 示 は 上 述 し た 実 施 形 態 に 何 ら 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 開 示 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い

範 囲 内 で 種 々 の 改 良 変 更 が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 例 え ば 、 上 記 第 １ 実 施 形 態 及 び 第 ２ 実 施 形 態 の 支 柱 は 、 回 転 支 柱 ２ か ら 一 方 に の み ア ー

ム ３ が 延 び て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 道 路 の 中 央 分 離 帯 に 固 定 支 柱 １ を 設

置 し 、 回 転 支 柱 ２ か ら １ 対 の ア ー ム が そ れ ぞ れ 左 右 に 突 き 出 る よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ３ 】
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　 図 ２ 及 び 図 ７ に 示 す よ う に 、 固 定 支 柱 １ に 設 け た 小 径 筒 部 １ ０ を 回 転 支 柱 ２ に 設 け た 大

径 筒 部 ２ ０ に 挿 入 し た 状 態 に す る こ と で 、 固 定 支 柱 １ が 回 転 支 柱 ２ を 軸 回 り に 回 転 可 能 に

支 持 す る 構 造 で あ る 。 図 ７ の 例 で は 、 大 径 筒 部 ２ ０ に 筒 内 面 か ら 内 側 へ 突 出 す る 突 出 部 ５

０ が 設 け ら れ て い る 。 突 出 部 ５ ０ は 、 ア ー ム ３ の 根 本 を 利 用 し て い る の で 、 容 易 に 強 度 を

確 保 で き る 。 小 径 筒 部 １ ０ に 突 出 部 ５ ０ と 周 方 向 に 干 渉 す る 規 制 部 ５ １ が 設 け ら れ て い る

。 規 制 部 ５ １ は 、 固 定 支 柱 １ の 径 方 向 に 沿 っ て 見 た 場 合 に 突 出 部 ５ ０ と 重 な り 合 う 位 置 に

あ り 、 同 じ 高 さ 位 置 に 設 け ら れ る 。 規 制 部 ５ １ は 、 回 転 支 柱 ２ の 回 転 を 許 容 す る 範 囲 に お

い て 小 径 筒 部 １ ０ の 一 部 を 切 り 欠 い て 形 成 さ れ る 。 す な わ ち 、 規 制 部 ５ １ 及 び 突 出 部 ５ ０

の 接 触 に よ っ て 回 転 支 柱 ２ の 回 転 角 度 を 所 定 角 度 以 下 に 規 制 す る 回 転 角 度 規 制 構 造 ５ が 設

け ら れ て い る 。 勿 論 、 上 述 の 通 り 、 固 定 支 柱 １ に 大 径 筒 部 を 設 け 、 回 転 支 柱 ２ に 小 径 筒 部

を 設 け る よ う に し て も よ い 。 そ の 場 合 は 、 突 出 部 ５ ０ は ア ー ム ３ で は な く 、 別 の 部 材 と な

る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 １ … 固 定 支 柱

　 １ ０ … 小 径 筒 部

　 ２ … 回 転 支 柱

　 ２ ０ … 大 径 筒 部

　 ３ … ア ー ム

　 １ １ ， １ １ １ … 固 定 側 フ ラ ン ジ

　 １ ３ ， ２ ３ ， １ １ ３ ， １ ２ ３ … 補 強 リ ブ

　 １ ２ ， ２ ２ ， １ １ ２ ， １ ２ ２ … ボ ル ト 挿 通 空 間

　 ２ １ ， １ ２ １ … 回 転 側 フ ラ ン ジ

　 ４ ０ … ボ ル ト

　 ４ １ … ナ ッ ト

　 ５ … 回 転 角 度 規 制 構 造

　 ５ ０ … 突 出 部

　 ５ １ … 規 制 部

　 Ａ ｒ １ … 重 合 領 域

　 Ａ ｒ ２ … 非 重 合 領 域

　 Ｒ Ｄ … 径 方 向

　 Ｒ Ｄ １ … 径 方 向 外 側

　 Ｒ Ｄ ２ … 径 方 向 内 側

　 Ｃ Ｄ … 周 方 向
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